特定非営利活動（NPO）法人やましろ里山の会週刊ニュース　　2014年03月13日　　503号　
木津川読本　解説会　四季彩館と西小倉コミセンで開催　　
執筆者の中川宗孝さん　山田信人さんや山村武正が報告を行いました。中川さんは木津川は砂河川ですっぽんの産卵所として最適の場所です。山田さんは、砂河川だから浄化能力が高く非常に優れています。山村は、希少植物の生育には草刈りは見逃すことができません。砂による堤防なので貧栄養素がさいわいしています。などと話がありました。参加者からは、一級河川の線引きの根拠は何によるものですか。河床が下がって昔の面影はなくなってきていますね。水質が改善されてきているのはどうしてなのでしょうかといった質問がありました。
地域力再生事業　炭焼窯の屋根設置は入口に最終工事として簡易扉の設置が実現　　
炭窯の屋根設置は完成したのですが、入口の扉の取り付けが未完ですが、取付けについては賛否様々な意見があります。一応取り付けてみましたが、皆さんのご意見を伺いたいと思います。イノシシの防御柵の入口の扉は加工中で近日中に取付けまる予定です。
木津川読本　
製本の最終段階に入り、12月の初旬に完成を見込んでいましたが、校正を行ってみますとこの表現は・・とか、この言葉は少し説明不足ですと言った意見を随分寄せて頂きました。修正を繰り返し繰り返しを行って、最終原稿が出来上がりましたのが、3月9日のことになりました。原稿の仕上がりに手間が掛けられたのはそれだけ親切に読みやすく分かりやすくするための粘り強い事務局と編集者のいい本に少しでもしようと努力が繰り広げられたからです。2月末には製本が出来上がるとして解説会の会場を準備してきましたが、読本の完成前での取組になってしまって、仮の製本で間に合わさなくてはなりませんでした。ご迷惑をおかけいたしています。京都府地域力再生プロジェクト事業交付金を受けての事業なので事業報告の提出期限に届けなければなりませんので、やむを得ないことになっています。アヴニールさんから20日には納品が可能との連絡を受けています。
11日に、河川レンジャーを中心に木津川展の振り返りが行われました。
2月22日から行われた木津川展実行委員会は、ウイークデーに休日を取り入れる試みがされましたが、来館者は総勢300人以上でした。実行委員会や出展団体は17団体と個人７名で、上野など木津川上流部からも出展参加がありこれまでにない盛況でした。来年度もぜひ開催希望や出展希望の意見が数多くありました。4月6日に開催の親子花見乗船体験時（京田辺市河原の田辺府営団地の第3集会所）には「ミニ木津川展」として展示を行うことも決まりました。また11日の同時刻には植物部会の開催も行われました。13年度のふりかえりや、新年度は活動発表や調査観察結果を発表を目指してしっかり記録を残すことが約束されました。又里山展には植物部会の展示コーナーでの発表を計画することも決めました。
里山農園で人影が日増しに多くなってきています。
お水取りが始まった月初めには農園には全く姿が見られませんでした。ここしばらくの間の気温の上昇が続きますと、つられたように人影が見られるようになっています。先月の里山展を機会にご入会いただいた小泉さんは、連日顔を出してあそこの水たまりの排水が必要、この排水溝の掘削を急がなければ等、気のついた所の改善策を実行していただいています。里山ニュースを読むと里いもの栽培にはかなり適所のように見られるので、そうした作物の栽培に適しているのではないかと判断されていました。まだまだ広大な面積が手つかずになっています。一度里山農園にお越しください。木曜日の午前中は作業日としています。気楽に顔を出してみてください。お待ちしています。
3月15日は、カスミサンショウウオの調査日　
桜谷先生からご指導をいただきますので是非お越しください。里山の会が京田辺市でカスミサンショウウオを発見したのは2006年の3月でした。20010年には木津川市で発見しました。2011年には京都府の絶滅の恐れのある生物の保全団体に認定されました。この中心に顧問の桜谷先生に御指導いただいてきました。その桜谷先生が昨年末に引き続きご指導いただけることになりました。ぜひ多くの方々のご参加をお待ちしています。15日は午前10時普賢寺小学校前を出発します。時間厳守で行いますのでお集まりください。
3月15日、14時からは木津川読本の解説会を今池コミセンで開催します
カスミサンショウウオの観察会に引き続きお越しください。
木津川読本の執筆者・中川宗孝さんの開催です。地元に根付いたお話が聞けると思います。
3月1６日、14時から木津川読本の解説会を中部住民センターで開催します。
16時までの時間帯ですから間違いなくお越しください。お待ちしています。
3月16日は、午前10時近鉄富野荘駅出発で　約4ｋｍの徒歩　青谷の梅林へ観梅ハイキングをおこないます。青谷の梅はかなり咲き揃って匂いが漂っています。きっと満開で迎えてくれるでしょう。かなり期待できます。
